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リエ変換 (RFT) を用いる．RFT による周波数の推定は，異な
る周波数を持つ周波数分析素子をアレイ状に配置し，参照信号
の短時間のフーリエ変換を行い，その最大の振幅となる周波数
を採用するものである．図 1 は ¢! 毎に異なる周波数分析素子


























ち，周波数 ! の複素正弦波 (wav(k; !))を出力し続けている．
図 2 中，下段が相関器であり，上段から与えられる複素正弦
波と x(k)との積をとり，解析窓パラメータ ´(0 < ´ < 1)のべ
き乗で過去に向かって小さくなる重みを乗じて足し込む機構と
なっている．その出力は次式で与えられる．




Re[X(k; !l)] = u(n) ¢Re[wav(k; !)] + ´Re[X(k ¡ 1; !l)] (2)
Im[X(k; !l)] = ¡u(n) ¢ Im[wav(k; !)] + ´Im[X(k ¡ 1; !l)] (3)
となる．ここで，Re[wav(k; !)]と Im[wav(k; !)]は周波数が
!lの回転因子の実部と虚部で
Re[wav(k; !)] = CORe[wav(k ¡ 1; !)]¡ SIIm[wav(k; !)] (4)
Im[wav(k; !)] = SIRe[wav(k ¡ 1; !)] + COIm[wav(k; !)] (5)
SI = sin(!l
fs




Gain = Re[X(k; !)]2 + Im[X(k; !)]2 (6)
となる．周波数 !l の変動範囲内でこの Gainが最大となる周波











sin µ cos µ











ここで µ = (k¡ 1)!^0(k)であり，±(k) =
n
1 　 (k ＝ 0)
0 　 (x ≠ 0) ，k < 0
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